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７日、８日と総合事務所の地区別懇談会が開催されます。私はすでに７日の予定が入っているので、８日のみの参加となります。 

議
会
で
は
、
率
直
な
意
見
が
次
々
と
出
て
、
と

て
も
活
発
で
し
た
。
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。 

【
吉
川
区
地
域
協
議
会
の
新
委
員
】 

 
 
 
 
 
 
 

 

（
50
音
順
・
敬
称
略
） 

 
岩
井
栄
子
（
河
沢
）
、
片
桐
八
重
子
（
長

峰
）
、
片
桐
雄
二
（
国
田
）
、
加
藤
正
子
（
下

深
沢
）
、
佐
藤
直
彦
（
小
苗
代
）
、
佐
藤
正
雪

（
泉
）
、
杉
田
幸
作
（
原
之
町
）
、
竹
内
年
子

（
山
方
）
、
田
中
久
良
子
（
梶
）
、
田
中
裕
紀

夫
（
原
之
町
）
、
常
山
久
高
（
山
直
海
）
、
平

山
富
士
雄
（
長
峰
）
、
八
木
孝
一
（
国
田
）
、

矢
沢
源
一
郎
（
山
直
海
）
、
山
岸
晃
一
（
竹

直
）
、
山
本
一
正
（
天
林
寺
） 

 

「
よ
し
か
わ
杜
氏
の
郷
」
の 

損
失
補
償
で
市
議
会
に
説
明 

  

株
式
会
社
よ
し
か
わ
杜
氏
の
郷
の
長
期
借
入

金
に
対
す
る
損
失
補
償
問
題
で
市
役
所
産
業
観

光
部
は
21
日
、
市
議
会
文
教
経
済
常
任
委
員

会
で
説
明
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
な
か
で
市
は
、
「
現
在
の
会
社
の
経
営

状
況
を
見
る
と
借
入
金
の
一
括
返
済
は
困
難
。

こ
の
ま
ま
返
済
が
行
わ
れ
な
い
場
合
、
市
が
Ｊ

Ａ
え
ち
ご
上
越
・
農
林
漁
業
金
融
公
庫
と
結
ん

だ
損
失
補
償
契
約
に
基
づ
い
て
未
償
還
残
高
・

利
息
・
遅
延
損
害
金
約
１
億
２
２
７
７
万
円
を

損
失
確
定
日
（
来
年
１
月
31
日
）
に
補
償
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
「
今
回
の
事
態
を
受

け
、
会
社
に
経
営
再
建
計
画
の
提
出
を
指
示
し

た
。
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
会

社
及
び
筆
頭
株
主
な
ど
の
関
係
者
と
協
議
し
、

市
内
部
で
も
対
応
を
検
討
し
て
い
く
」
と
説
明

し
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
は
時
間
が
な
く
、
13
日
予
定
の
同

委
員
会
で
実
質
的
な
審
議
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

室内でも楽しく、賑やかに…吉小運動会 

 

 雨のため吉川体育館で行われた吉川小学校の運動会、子

どもたちは狭い中、全力で競技をやっていました。親子一

緒の騎馬戦、異学年交流競技など実に楽しそうでした。 

 

新
会
長
に
矢
沢
源
一
郎
氏 

 
 

副
会
長
に
は
岩
井
、
山
岸
両
氏
選
出 

 

改
選
後
初
の
吉
川
区
地
域
協
議
会
が
27
日
、
吉
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
会
長
な
ど
の
役
職
を
決
め
た
ほ
か
、

協
議
会
だ
よ
り
の
発
行
な
ど
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

新
会
長
に
は
二
期
目
の
矢
沢
源
一
郎
氏
（
山
直
海
）
、
新
副
会
長
に
は

岩
井
栄
子
（
河
沢
）
、
山
岸
晃
一
（
竹
直
）
両
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

16
人
の
委
員
の
う
ち
５
人
は
女
性
委
員
、
新
人
の
委
員
は
11
人
。
初
の
協

 

 

 今 回一番 うれしかったのは女性委員が5人になったこと。副会長はしんどいと思うが、一生懸命務めさせていただきます。 （岩井栄子氏） 

一人ひとりの意見を尊

重してやっていきたい

ので、よろしくお願い

します。 

（矢沢源一郎氏） 

たいへんな重責を担

うことになった。会

長の後に付いて背中

を押していきたい。 

  （山岸晃一氏） 


